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「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」に基づく  

指定更新（平成22年4月1日）への対応について  

～全国衛生部長会調査結果より～  

広島県健康福祉局  

1 調査の概要   

全国衛生部長会が会員都道府県に対し，今後の対応状況等について調査し，回答のあ   

った39都道府県を集計。   

2 調査結果  

（1）既指定の拠点病院における新たな指定要件への対応見込み  

区  分   回答都道府県数   

月までには概ね要件を充足する見込み   8   
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全ての病院  

現時点では才  

※各都道府県においては，要件充足に向けた取組を促すとともに状況を精査中であり，直近の状況が反  
映されていない可能性がある   

（2）充足が困難であると考えられる指定要件  
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（3）充足が困難であると考えられる場合の対応方針  

多数の都道府県で，指定要件への対応に課題があると認識しており，各県独自の拠   

点病院制度創設などの対応が検討されている（11都道府県）。   

（4）国に対する要望等  

これら状況を踏まえ，次のとおり指定要件の見直しなどについて，多数の都道府県   

から対応を求める意見が提出されている。  




